
第 35 期 決 算 公 告
平成 24年９月 13日

東京都中央区新富一丁目３番９号
株式会社中村醸造
代表取締役 中村 元彦

貸借対照表の要旨(平成23年８月31日現在)
科 目 金 額(円)

の

部

資

産

流 動 資 産 144,305,112
固 定 資 産 29,114,055
繰 延 資 産 572,318
合 計 173,991,485

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 34,772,171
固 定 負 債 111,800,000
株 主 資 本 27,419,314
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 17,419,314
その他利益剰余金 17,419,314
(うち当期純損失) (233,244)
合 計 173,991,485

第 10 期 決 算 公 告
平成 24年９月 13日

青森県弘前市大字亀甲町61番地
株式会社青森県特産品センター

代表取締役 中村 元彦
貸借対照表の要旨

(平成23年８月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額

の

部

資

産

流 動 資 産 1,178,431
固 定 資 産 9,000,000
繰 延 資 産 414,854
合 計 10,593,285

純
資
産
の
部

負
債
及
び

流 動 負 債 66,100
株 主 資 本 10,527,185
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 527,185
その他利益剰余金 527,185
(うち当期純損失) (12,307)
合 計 10,593,285

第 27 期 決 算 公 告
平成 24年９月 13日
岩手県北上市和賀町竪川目１地割27番地５
カルソニックカンセイ岩手株式会社

代表取締役社長 宮山 和広
貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 2,404,605
固 定 資 産 2,152,589
合 計 4,557,194

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 4,268,892
固 定 負 債 297,098
株 主 資 本 �8,796
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 �18,796
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 �21,296
(うち当期純利益) (37,524)
合 計 4,557,194

平成™›年 月˜š日 木曜日 (号外第™——号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
六
日
開
催
の
第
二
十

一
回
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四

年
九
月
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
二
丁
目
二
〇
番
地

東
京

建
物
札
幌
ビ
ル
四
階

札
幌
市
手
稲
曙
西
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

松
森

一
美

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
五
日
開
催
の
第
二
十

四
回
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四

年
九
月
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
二
丁
目
二
〇
番
地

東
京

建
物
札
幌
ビ
ル
四
階

札
幌
市
手
稲
山
口
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

國
村
憲
太
郎

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
社
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主

総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年
九
月

十
一
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

長
野
県
千
曲
市
大
字
粟
佐
一
一
二
〇
番
地
三

株
式
会
社
エ
レ
ガ
ン
ス

清
算
人

轟

光
昌

（
連
絡
先

長
野
県
長
野
市
岡
田
町
一
六
六
e

一

森
ビ
ル
二
〇
一
号
河
辺
法
律
事
務
所
）

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
宮
城
県
大
崎
市
松
山
千
石
字
古
代
ケ
崎
二
一
番

地
、
最
後
の
住
所
宮
城
県
登
米
市
石
越
町
南
郷
字
小

谷
地
前
一
番
地
一

て
ん
ま
り

被
相
続
人

亡

岡
野

正

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

宮
城
県
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
小
金
丁
二
八
番
地

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

柳
渕

勝
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
県
市
川
市
行
徳
駅
前
三
丁
目
八
番
、
最
後

の
住
所
千
葉
県
市
川
市
宝
一
丁
目
一
七
番
五
号

被
相
続
人

亡

豊
澤

達
雄

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

事
務
所
千
葉
市
中
央
区
中
央
三
丁
目
一
五
番
六
号

や
ま
ち
ょ
う
ビ
ル
七
階
レ
ー
ク
ス
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

宮
下

進

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
大
田
区
仲
六
郷
一
丁
目
一
四
番
地
、
最

後
の
住
所
東
京
都
大
田
区
萩
中
三
丁
目
五
番
三
号
グ

ラ
ン
デ
ュ
ー
ル
萩
中
八
〇
四
号

被
相
続
人

亡

岡
田

和
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

事
務
所
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
一
番
一

号
丸
の
内
マ
イ
プ
ラ
ザ
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

宮
村

啓
太

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
荒
川
区
南
千
住
一
丁
目
七
一
番
地
、
最

後
の
住
所
東
京
都
荒
川
区
南
千
住
一
丁
目
五
〇
番
一

八
号

被
相
続
人

亡

酒
井
惠
美
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
二
〇
番
三
号
虎
ノ
門

法
曹
ビ
ル
三
〇
二
号
室

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

犀
川

治

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
江
戸
川
区
北
G
西
二
丁
目
八
七
〇
番

地
、
最
後
の
住
所
東
京
都
墨
田
区
押
上
一
丁
目
一
九

番
一
二
号
関
口
ビ
ル
七
階被

相
続
人

亡

関
口

利
江

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

事
務
所
東
京
都
豊
島
区
要
町
一
丁
目
一
一
番
一
号

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
四
〇
一
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

紙
子

達
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
青
森
市
花
園
一
丁
目
二
六
一
番
地
、
最
後
の
住

所
青
森
市
大
字
油
川
字
浪
返
一
二
三
番
地
四
山
田
ア

パ
ー
ト
三
号

被
相
続
人

亡

ˆ
橋

江

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

青
森
市
長
島
二
丁
目
二
三
番
一
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

石
田

恒
久

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
埼
玉
県
熊
谷
市
河
原
町
一
丁
目
六
二
番
地
、
最

後
の
住
所
埼
玉
県
熊
谷
市
太
井
三
九
九
番
地
一
ケ
ア

ハ
ウ
ス
神
根
苑

被
相
続
人

亡

岩
Ä

つ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

埼
玉
県
熊
谷
市
仲
町
一
〇
番
地

相
続
財
産
管
理
人

野
口

英
明

œ 
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